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市場参入における
APLAC相互承認取決の役割

APLAC議長
テレンス･チャン

本資料は、2008年12月９日にAPLAC議長テレンス・チャン氏がシンガ
ポールにおいて、当地の認定機関であるSAC主催の「Industry 
Seminar」において講演した時の資料を、制作者の許可を得て和訳し
たものです。

翻訳：NITE認定センター（IAJapan）



コストが
かさむ !

不当な技術的
貿易障壁

このおもちゃ
は危いね

新型が買えない！

参入条件
規制を守っていること

の信頼できる証明

値段が上
がってる！

海外市場への参入海外市場への参入
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• 規制当局は製品が要求事項を満たしているとい
う保証を求めているのか？

• 試験・検査

の活用による証明

証明書



?
有効性

?
信頼性

• しかし試験成績書や検査証明書は有効で信頼で
きるのだろうか？

要求事項がある場合
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規制する側にとっては

• どういう証明書なら受け入れられるか?

– 特定の試験所や検査機関の証明書?

 貿易障壁となる

 コストがかさむ

– 輸出してくる国にある試験所や検査機関
の証明書?

 信頼できるのか?
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供給者にとっては

• どの試験所や検査機関に依頼すれば良
いか？

– 輸入国の試験所や検査機関

 高コスト, 時間がかかる, 事務処理の

手間が煩雑

– 地元の試験所や検査機関

 証明書は受け入れられるか?
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これらの結果は受け
入れられるのか?

認定機関
- 信頼性保証の提供

十分な能力が
あるか?

試験, 認証, 検査

認定






Start

認定
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• 認定された試験所や検査機関を利用する

• 認定された
試験所の
成績書

かなりま
しだ！！

一応の答え

証明書


認定試験所

しかし認定って
信用できるの

か?
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• APLAC相互承認取決（MRA)に署名した認定機関によ
って認定された試験所・検査機関の発行する証明書

最終的な答え

証明書


APLAC-MRA

参加機関に認

定された試験所

これなら良い！



（独）製品評価技術基盤機構 認定センター(IAJapan)

IAJapan 広報資料

9

APLAC相互承認取決(MRA)

• APLAC MRA

– どの認定機関も参加可能

– 技術的能力のみが基盤

– 厳密な評価及び監視

– 独立したレビュー及び意思決定

– 継続的な改善

– フィードバック及び提案の受け入れ

– 国際的な認知
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APLAC相互承認（MRA)

MRA評議会

MRA効果

作業部会

予備評価

評価

追加措置、不
適合是正等

評価報告
審議

評議会決定

経過観察、
報告等

評価員
研修

評価員
候補

評価員
補

評価員

主任
評価員

文書化

更新/ 改良

規格の解釈

曖昧性の
解消

国際的開発
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APLAC MRA
APLAC

経済圏２にある
署名認定機関

経済圏Nにある
署名認定機関

経済圏１にある
署名認定機関

厳密な評価と監視

MRA 署名機関は・・・

1. お互いに認め合う

• 相互の認定を

• 認定された機関から得られる結果を

2. 第３者に同じであると認めるよう推奨する

……
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政府間の相互承認協定VS APLAC MRA

ほとんどのAPECエコノミ
ーが既に参加している。

通常、交渉には長期
間を要する。

交渉

柔軟性がある。ユーザー
が最も有利になるように
利用され、政府間の相互
承認の支持として利用で
きる。

柔軟性は殆どない。柔軟性

拘束力が無い。恩恵を与
える時はいつでも利用さ
れる。

拘束力がある。 交
渉に左右される

制約

技術的政府立場

APLAC MRA政府間相互承認協
定
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政府間の相互承認協定VS APLAC MRA （続き）

技術的要因のみ行政上の要因、政
治的要因、技術的
要因、その他

考慮される要
因

APLACのフィードバック
の仕組みに従うため非常
に早い

より時間を要する可
能性がある

問題への対応

現地再評価、市場からの
フィードバック及びその他
の方法にて実施

通常、レビュー及び
市場からのフィード
バックにて実施

監視

より広い範囲、特定の技
術的分野

通常、特定の分野適用範囲

APLAC MRA政府間の相互承認
協定
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規制当局に対するAPLAC MRAの恩恵

• 特に海外経済圏からの試験及び検査結果を受け入れ
るための信頼性の高い手段である

• 費用を最小限に抑えられる

• 最大の恩恵を得られるように利用できる

• 管理間接費が最小限で済む

• 技術的貿易障壁とはみなされない

• 供給者や顧客に追加費用が生じない

• 交渉の必要がない

• すぐに使用できる
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供給者に対するAPLAC MRAの恩恵

• 試験費用、遅延、業務管理上の困難を最小限に抑え
る

• 国内又は海外で信頼できる試験所及び検査機関を
みつける助けとなる

• 市場参入を早める

• 市場ニーズへの対応が早い

• 信頼性があり、不適合のリスクが減る

• 全世界で認められた結果が得られ、受け入れられな
い可能性が小さくなる
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消費者に対するAPLAC MRAの恩恵

• 安全な製品が手に入れられる

• 最新の製品及び技術の入手を促進する

• 多くの競合により価格が下がる

• 多くの中から選択できる
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国際

経済圏 認定機関

地域 APLAC その他IAAC

ILAC

EA

国際及び地域協力機関の取決による世界的な相互承認

世界における認定の構造
試験所 / 検査機関

試験所/検査機関
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イギリス
UKAS

スロバキア
SNAS

ベルギー
BELAC

デンマーク
DANAK

フィンランド
FINAS

フランス
COFRAC

ドイツ
DKD DAP

DACH DATech

アイルランド
INAB

イタリア SIT
SINAL

スペイン
ENAC

ノルウェー
NA

スウェーデン
SWEDAC

チェコ共和国
CAI

イスラエル
ISRAC

ブラジル

CGCRE/INMETRO

ポルトガル
IPAC

オーストリア
BMWA

スロベニア
SA

アルゼンチン
OAA

エジプト
NLAB

ポーランド
PCA

エストニア
EAK 

メキシコ
EMA

南アフリカ
SANAS

オランダ
RvA

スイス
SAS

チュニジア
TUNAC             

トルコ
TURKAK

ギリシャ
ESYD

キューバ
ONARC

ルーマニア
RENAR

コスタリカ
ECA

Regional
Group

ヨーロッパ

インド
NABL

オーストラリア
NATA

中国
CNAS

シンガポール
SAC

アメリカ A2LA
ACLASS
IAS, LAB

NVLAP, PJLA

VIETNAM
BOA

台湾
TAF

ニュージーランド
IANZ

香港
HKAS

インドネシア
KAN

タイ TISI
DSS

DMSc

日本
JAB

IAJapan
VLAC

マレーシア
DSMオーストラリア

JAS-ANZ

カナダA
SCC

CALA

韓国

KOLAS

Regional
Group

アジア・太平洋

APLAC/ILAC MRA 署名機関

Regional 
Group

環アメリカ

グアテマラ
OGA



市場参入が容易に！！市場参入が容易に！！

APLAC 
MRA
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終わり


